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三重大学 特命副学長 環境担当
三重大学 地球環境センター センター長

教授 丸山 直樹

三重大学の環境教育への取り組み

第1回「大学における持続可能な地域づくりの担い手育成検討会」

２０２６年６月１２日

地球環境戦略研究機関（IGES） 東京サステイナビリティフォーラム（東京都港区西新橋1-14-2 新橋SYビル4F）

１．三重大学 地球環境センター 紹介

２．EGC学生委員会について紹介

３．MIEUポイントについて紹介

４．SciLets育成事業 － 「オンデマンドビデオ講義」

５．学生向け環境教育，内部監査員研修について紹介

＜ 内 容 ＞



2三重大学について紹介

[三重大学概要]
・学部・研究科等 ：５学部 ６学科 １課程 ６研究科
・学生数  ：学部学生 5,988名 大学院生 1,190名

・附属図書館蔵書数：919,148冊
・附属病院病床数  ：685床
・土地面積 ：5,509,850㎡
・建物面積 ：323,798㎡

アスレチックゾーン
テクノロジーゾーン

メディカルゾーン

カルチャーゾーン

サイエンスゾーン

シビックゾーン

●

三重大学 上浜キャンパス （栗真町屋町）

町屋海岸

環境・情報科学館

(地球環境センター)

人文学部

大学院生物資源学研究科
生物資源学部

教育学部
教育学研究科

附属図書館

地域イノベーション学研究科

講堂(三翠ホール) 大学院工学研究科
工学部

大学院医学系研究科
医学部

医学部附属病院

教養教育院

※  三重大学 年次報告書 2025 より

国立大学の中では，
多い方です（36番目）



3三重大学地球環境センター 紹介

環境先進大学 三重大学

三重大学地球環境センター

地球環境センター組織体制

〇科学的地域環境人材育成事業サイレッツ SciLets
（Scientific, Local and Environmental “Talented Staff”）

〇共通教育授業 全学部新入生必修「科学的地域環境概論」

※EGC: Eco Green Campus

〇地球環境センターの主な業務
・EMS(Environmental Management System)に関する業務
・環境報告書に関する業務
・教育･人材育成に関する業務（SciLets，他）
・環境研究に関する業務
・地域連携に関する業務（EGC学生委員会，他）
・MIEUポイントに関する業務
・CRIS薬品管理に関する業務

H18.2～
環境ISO推進室 H23.4～

環境管理推進センター H26.4～
国際環境教育研究センター R6.4～

地球環境センター

H18.2～
環境ISO学生委員会

R6.10～
Eco Green Campus
学生委員会



4EGC学生委員会について紹介

当委員会は，平成18年2月21日に「MIEキャンパス宣言」を掲げ，学生の環境マインド向上を活動理念として発足

しました．学生目線の活動を学内・学外で行っており，3Rと緑化，地域連携活動に大別されます．
2024年10月，本学がISO14001を返上したことに伴い，名称をEco Green Campus学生委員会に変更いた

しました．

～主な活動～
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三重大学の環境報告書にも活動報告を寄稿しています．

EGC学生委員会について紹介

公式HP

Instagram



6EGC学生委員会について紹介

＜執行部＞ ＜３Ｒ活動＞

環境デーなごや

つ・環境フェスタ

ペットボトルキャップ回収

リユースプラザ

古本市

環境デーなごやは，環境について考えるきっかけを提供する，名古屋市最大級の環境
イベントで，環境問題に取り組むさまざまな団体がブースを出展しています．当委員会は，
活動内容の展示とエコすごろくの体験を実施しました．

つ・環境フェスタは，環境に対する取り組みが広がることを目指し，津市と有志の
市民によって開催されるイベントです．

当委員会は，日頃の活動を紹介する展示と，環境問題について学べる神経衰弱や
エコすごろくの体験を実施しました．

古本市は，学内に設置した古本回収BOXで回収した本を
無償で学生や教職員に譲渡するリユースイベントです．

家具や家電の不法投棄防止・資源の有効活用を目的に，卒業生から不要となった家
具や家電を回収し，動作確認や清掃を行った後，新入生や留学生に無償で譲渡して
います．

学内でペットボトルキャップを集め，業者に譲渡
します．回収されたキャップはリサイクルされて
洗濯用ピンチなどに生まれ変わります．さらには，
リサイクルで得られた利益が途上国へ贈るワク
チンの購入資金に充てられます．



7EGC学生委員会について紹介

＜緑化活動＞ ＜地域連携活動＞

グリーンカーテン

学内花壇の整備

町屋海岸清掃

環境学習

毎年，緑化活動の一環として，環境・情報科学館前の
プランターで行っている取り組みです．夏場の室温低下
および景観美化を目的として行っています．

景観美化や温室効果ガスの吸収を目的として学内花壇で四季の花を植えたり，作物
を栽培したりしています．

落ち葉コンポスト

大学内の構内の落ち葉を堆肥化して緑化活動の肥料として活用しています．

本学の東側にある町屋海岸の清掃をNPO法人町屋百人衆の方々と共同で年に４
回実施しています．「裸足で走れる町屋海岸」を目指して，毎回１００名ほどの地域の
方々や三重大学生・教職員に協力していただき，年代や立場を超えた様々な人との
つながりを大切にしながら活動を行っています．

本学近くの小学校で環境に関する出前授業を実施しています．授業内容は再生可
能エネルギーや外来種などを扱い，クイズやゲームの要素も取り入れながら環境問
題を身近な問題として捉えてもらえるような授業を目指して取り組んでいます．



8MIEUポイントについて紹介

色々な活動をポイント化

承認処理･交換受付

USBメモリー8GB 他

三重大学カレー 他 シャープペンシル 他

ポイント交換対象景品

環境改善活動へのインセンティブ

1. 学生と教職員が，学内で環境活動を実施することで，三重大学の環境改善へ結び付ける．
2. 個々の活動が継続して実施出来るように，学内共通した「個人の努力」を「見える化」する環境ポイント付与制度を創設．
3. パソコン，スマートフォン等を利用して，ポイント付与に伴う行動の制約を取り除く．
4. 活動ポイントは，個人のみならず，大学全体の環境活動の成果としても評価できるようにポイント集計．
5. 活動内容に応じてポイントを付与して，獲得ポイントに応じて景品と交換することで活動のインセンティブとする．

地球環境センター

環境内部監査

空調・照明を消す

本部管理棟4階施設環境チーム(地球環境センター)

≪室温≫
暖房 19℃ 冷房 
28℃

ＭＩＥＵポイント
登録・活動申請は，こちらから

(サイトのご利用は，学内者限定)

海岸清掃

目的と要点

環境学習

緑化活動

環境活動・学習 活動ポイントの登録 ポイント蓄積 エコポイントで交換

折りたたみ傘 他

三重大学
マフラータオル

三重大学
バウムクーヘン

ココ

MIEUポイント
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活動項目 ポイント数

(1) 地球環境センター開講のＥＳＤ・環境教育関連科目の履修・受講 

地球環境センター開講のＥＳＤ・環境教育関連科目 10

(2) 環境学習 

環境ISO学生委員会が実施する環境学習の企画及び参
加

100

(3) 3Ｒ活動

環境ISO学生委員会が実施する古本のリサイクル活動
に本を提供 

10

環境ISO学生委員会が実施するリサイクル活動に自転
車・家電製品・OA機器を提供 20

三重大学リサイクルシステムの利用 （教職員限定） 20

(4) リ・リパックの回収協力 

リ・リパックの回収協力 10

(5) 学内の室内照明・エアコンの節電活動 

室内人数

10
以下

11
～50

51
～100

101
以上

照明の全面消灯 11 13 15 19

照明の部分消灯 10 11 13 14

エアコンのスイッチオフ 冬季限定 対象期間：12月-2月 18 30 50 74

(6) 学内の省エネルギー活動 

エレベータを使わない 1

パソコンのシャットダウン（職員限定） 5

パソコンのモニターの電源オフ（職員限定） 3

(7) 学内の清掃活動

キャンパスクリーンデーに参加 50

自主的なキャンパス清掃の実施 10

(10) 環境内部監査 

内部監査養成セミナーに参加 50

被監査部門担当者として対応 50

内部監査リーダとして実施 100

内部監査員として実施 50

(11)海岸清掃イベントに参加 

町屋海岸清掃 200

(12)学内のアンケート等への協力 

学内のアンケートへの協力 
学内の研修会・講演会の企画及び参加 
学内の意見の募集 
学内のイベントの企画及び開催準備への参加 

上限10,000

活動項目 ポイント数

(1) 学内の清掃活動 

キャンパスクリーンデーに参加 50

(2) 海岸清掃イベントに参加 

町屋海岸清掃 200

(3) 学内のアンケート等への協力 

学内のアンケートへの協力 
学内の研修会・講演会の企画及び参加 
学内の意見の募集 
学内のイベントの企画及び開催準備への参加

上限10,000

ＭＩＥＵポイント付与活動及びポイント数 

ＷＡＯＮ ＰＯＩＮＴ対象活動及びポイント数 

(8)学内の緑化活動

学内緑化（樹木及び花卉の手入れ）
（学生限定） 20

(9) ノーマイカー通勤の実施 

ノーマイカーの実行 20
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大学の授業を広く一般の方々へ．．．

SciLets（サイレッツ）

科学的地域環境人材（SciLets）育成事業紹介

サイレッツ 検索

紹介ページは
こちらから

＜科学的地域環境人材（Scientific, Local and Environmental “Talented Staff”） ＞



• オンデマンド・ビデオ講義

いつでも・どこでも・何度でも

視聴できる．

• SciLetsは標準90分（45分×２テーマ）講義．

＝＞アナリスト認証

＋ 環境実践

＝＞エキスパート認証

• 新入社員教育補助教材（企業）

• リカレント教育（企業）

• 情報収集（企業）

• 社内資格の補助教材（企業）

• 職員・社員の環境課題意識向上（自治体・企業）

• 学生授業の補助教材（大学等）

活用例

＜科学的地域環境人材（Scientific, Local and Environmental “Talented Staff”） ＞

SciLets

環境問題
・環境評価法

気候変動問題 エネルギー技術

自然環境保護
・生物多様性

大気・水と食の
健康リスク

コミュニティ
＆インバウンド

環境配慮技術

環境管理
・ESD・SDGs

環境関連法・行政

環境経済・経営，
ESG

＜１０分野＞

特 徴多面的な環境教材

11SciLets － 特徴



開講科目一覧
（一部抜粋）

※現在，59科目開講中

12SciLets － 開講科目表

10分野：

各分野に
必修科目 × １科目
選択科目 × 数科目

で構成．



必要科目受講

環境研究／共同研究／異分野・異業
種交流／その他の環境実践活動

科学的地域環境人材
【アナリスト】認定

ビデオ講義（各90分）『地域環境科学分野』の受講

企業・自治体の職員／一般社会人／大学生

（２） 選択科目（少なくとも４科目） いつでも選択科目を申請して受講可能

（１） 必須科目（10科目） 各分野に各１科目の『概論』を設定

②

「科学的地域環境人材」育成事業によるオンライン環境リカレント教育

ここからスタートして①を履
修することもできる①

循
環
教
育

環境関連部署での勤務

実践活動等の認定

新たな選択科目の
受講による環境知
識のアップデート

企業，行政で環境専門職
に従事できる人材

企業，行政で環境政策や企画を立
案できるエキスパートとなる人材

科学的地域環境人材【エキスパート】認定

企業，行政の環境専門職

13SciLets － 学習フロー

＜Scientific, Local and Environmental “Talented Staff” ＞

オープンバッジ
＆デジタル認定証書

オープンバッジ
＆デジタル認定証書



■アナリスト認定について

認定条件 環境教育要件：必修科目【地域環境科学概論】10科目+選択科目4科目 計14科目の合格

認定者には，

デジタル認定証書

を発行します

すべてのSDGsゴールが関連

申し込みフォーム

ポータルサイトにおける
アカウント情報の受理

・手続情報の受理
・受講料振込

一般受講者： 14,000円／人
団体割引申し込み： 7,000円／人

■受講申込みの流れ

加えて，希望者には，

オープンバッジ 

を発行します

三
重

大
太

郎

14SciLets － 認定取得

・ポータルサイトにアクセス
・受講開始

受講期間制限： 制限なし

さらなる「環境実践」に取り組んで，「エキスパート認定」へ



15学生向け環境教育，内部監査員研修について紹介



16学生向け環境教育，内部監査員研修について紹介

集中講義 「環境学A」 実績

Ｒ７年度は，４名の三重大学生， １５名の教職員が受講，
修了し，彼らは実際に内部監査員として，本学のＥＭＳ活動
の監査に携わっています．

●ＭＩＥＵ（ﾐｴﾕｰ)ポイントによる環境活動・学習の
「見える

化」

空調コントロール ↓

環境内部監査員養成研修

科学的地域環境人材育成事業「SciLets」 実績
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